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庄　内　の　歴　史　散　歩

1．赤川の由来
鶴岡から羽黒に行くには

どうしてもこの川を渡らな
ければならない。また、現
在は赤川と書いているが、
その昔は「朗伽川」（あか
がわノ　と書いておりました。

「閲伽」とは仏教語から
きたものであり、現荏では

修験道用語としても使って
おりますし、現代語では「仏に水を汲んでお供えを
する役」ということになろうかと思います。
現に修験道行事のなかに峰中修行という山伏の荒

業が百日間にわたり羽黒山中で行なわれ、これらの
中には新聞・テレビで紹介され、皆さんもご存じの
「南蛮いぶし」＝狭い籠堂（こもりどう）の中で、

戸窓を全部締め切り頁っ赤に燃える炭火の中に、南
蛮を大量に粉にしたものに小糠と生干しのよもぎと
ペンペン草の実と、どくだみの葉を交ぜ合せたもの

を蒸し焼きにし、それを大団扇であおがれるので、
その中で読経している者を想像をしてみて下さい。
私もこの行を十二回ばかり経験したことがありま

すが、涙と鼻水とくしゃみとがわれ先にと出てきて、
いやはやたまったものではありません。

このほかにも「柴燈護摩」・「天狗角力」など有
名になっているものも少くありません。

2．宿　　　坊
手向の集落には、さまざまな門構えをした宿坊が

あり、その門の左右には、大小の木札がさがってい
る。それには、群馬県吾妻郡草津町などと書かれて
ある。これがその宿坊の縄張りを示しており、これ
以外のものを泊めたりすると、村八部扱いを受ける
のである。

3．山伏と霞場
昔から、仙人は霞を食って生きているなどと云わ

れているが、山伏も霞をくって生きているのである。
霞とは、霞場とか員都場とも呼ばれている、各自

の勢力地域である縄張りのことであります。
山伏の住む高い山からみわたせるかぎり、カスミ

戸　川　安　弘　氏

のたなびくかぎりは、ことごとくわが領地であると

こころえ、講をむすび、フダをくぼってサイセンを
あつめるのは年貢をとりたてるのと同じであるとい

うので、この名を生じたといい、生活のかてをカス
メトルところからカスミと呼ぶのである。

また羽黒山の山伏は、カスミを支配する権利を別
当によって承認され、「カスミの証文」というもの
をあたえられました。

4．現在の出羽三山になるまで
出羽三山とは、和銅五年（712）に建置された出羽

国の約半分を占める山形県のほぼ中央に、日本海に
面して逆「く」の字型につらなる羽黒山（海抜419
m）・湯殿山（同1504m）・月山（同1980m）をい

う。中世以来、この三山に葉山（同1462m）を加え
て教練を引き、ここで修業した験者・山伏を羽黒山
修験と呼んだばかりでなく、関東・信越以北の土地
を羽黒権現の敷地とするにいたるが、既に平安時代
の末期には、さきに書いた大峰修験・熊野修験と肩
をならべて京洛の地に出没するようになり、南北朝
時代には北昌親房に従って京にのぼるほどの軍事力
があったことは「慈恵大師伝」「北条九代記」「大
平記」「吾妻鏡」などにもみえる。

これらの書籍が発刊された頃には、羽黒修験の名
が中央に聞こえていたことを何よりも示すものとい
えよう。しかし、三山の中に湯殿山をかぞえるよう
になったのはきわめて新しく、江戸時代になってか

らである。

昔は、この葉山が三山の中に入って、湯殿山は三
山総奥の院とされていた。それが戦国動乱の時代に
入り、葉山にかわり、烏海山（2230m）を加えるこ
とにしたのであるが成功しなかった。そこで、これ
までも三山総奥の院となっていた湯殿山を三山に数
えるとともに、総奥の院でもあるということにした
のである。

5．湯殿山とミイラ
わが国には、およそ二十三体のミイラがあり、こ

のうちの一体は中国人というから、二十二体は日本

人のものということになる。
二十二体のうち、東北地方のいわゆる「出羽三山」

あなたが鍵です－会員増強にご協力を．／



に関係のあるものは十一体におよび、その山麓地帯
には、日本人ミイラの27％以上にあたる六体が現存
しているのである。その六休のミイラを古い順に列
挙してみると、
その1．本明海上人（東田川郡朝日村岩本＝本明寺
に保存されている。入定したのが天和三年とある
から1683年であるので、今から295年も前である）

その2．忠海上人（酒田市日和山の海向寺に保存さ
れ、宝歴五年二月二十一日入定とあり、今から
223年前）

その3．真如海上人（東田川郡朝日村大綱の大日坊
に保存され、天明三年八月十四日入定、今から
193年前）

その4．円明海上人（その2と同じ海向寺保存、文
政五年五月八日入定、今から156年前）

その5．鉄門海上人（東田川郡朝日村大綱の注連寺
にあり、今から149年前）

その6．鉄竜海上人（鶴岡市の南岳寺にあり、今か
ら110年前）
6．ミイラにはなぜ「海」の字をつけたがるので

あろうか。

湯殿山系のミイラには、本明海・忠海・真如海…
などと全部に「海」の一字をつけてあるのにお気づ
さと思われますが、これには湯殿山を開いた弘法大
師がおなじような誓いをたてて高野山の奥の院に入
定している、という信仰に基づくものであったから
かれらは自分の名前を大師にあやかって○○海と、
「海」の字をつける三字名にしたのであり、これを
「一世戒号」または「一世海号」といったのです。
これに対して、信者たちは深い信頼を寄せ、即身仏
とあがめ、肉身仏といった。ミイラ仏と呼ぶように
なったのは、昭和三十六年に出羽三山ミイラ研究会
（翌三十七年、日本ミイラ研究グループに発展）が

即身仏の調査・研究を始めてからであります。

（盲‾可　市川輝雄君
民俗研究家として名高い戸川安章氏の長男です。

日本民俗学会、日本宗教学会、東北生活文化学会、
その他の多くの学会、協議会の会員であり、現職は
鶴岡労働基準監督署第二課長でいらっしゃいます。

（会長報草つ　佐藤順治者
1．ロータリー財団奨学金申請者の件

10月17日山形大学入学中の佐藤利夫君（現在宝
町羽黒荘在住一本籍山形市緑町）よりロータリー
財団奨学金の申請書が提出されました。それで、
去る10月22日例会終了後この場所で臨時の理事会
を開催し、この件について検討致しました結果、
この申請書を承認致しましたので、ご報告申し上
げます。

2．台中港区扶輪社訪問の件

先にお話申し上げました台中港区扶輪社創立15
周年記念式典に参加することに決めたので、その
為の委員会を作りたいと患います。この委員会は
式典参加者約10名を募集してもらいたいのです。
委員会の構成は、出席委員会、国際親睦委員会の
合同として、委員長は塚原初男さんにお願いしま
す。10名の方が決定したらば、この委員会は解散
します。次には参加する会員で委員会を作り、参
加者の拡大、その他細部に亘る計画を立てたいと
思います。参加人員の目標は約20名と考えており
ます。尚、奥さん同伴も大歓迎いたします。奮っ
てご参加願います。

3．会員増強について
4．次回例会日は定例の理事会を開催致します。11

時30分より始めますから、時間厳守の上出席して

「高手報告）　秋野　忠君
○例会の時間・場所の変更のお知らせ

1．八幡R．C．

11月1日（金）町内文化祭のため市条公民館に
て例会

11月8日（金）P．M．3：00　市条公民館

職場訪問と職業奉仕の話合い
P．M．5：30

第700回創立記念例会

会費　2，500円

2．余目R．C．

11月8日（金）の例会をいも煮会及び立川R．C

との合同例会のため、11月7日（木）午後6時、

白糸の滝ドライブイン、登録料4，500円
○回　覧

1．ボラントピア事業指定記念第9回鶴岡市民福

祉のつどい開催について
11月10日　P．M．1：00～P．M．4：30

中央公民館市民ホール
2．鹿児島市長より親善使節団のお礼状

3．全国ローターアクトクラブ名簿

○お知らせ

1986年用ロータリーダイアリー（卓上用）1部

1，000円、ロータリーカレンダー（壁掛用）1部

500円、必要な方は事務局まで。

（委員会報告⊃

（親睦活動委員筆⊃
10月23日商工会議所ゴルフ大会において、準優勝

になった松田貞夫君、第1位になった佐藤忠君より
スマイルがありました。

（ビ　ジ　し二」

鶴岡西R．C．　児玉光弥君


